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問

答

廃校舎建物管理の考えは

適正に維持管理し老朽後再検討
山
やま

崎
ざき

　邦
くにひろ

 議員

　
　
　

地
域
で
利
用
さ
れ
て

い
る
廃
校
舎
に
つ
い
て
、
今

後
の
建
物
管
理
の
考
え
を
伺

う
。

　
　
　

小
中
学
校
の
統
合
な

ど
に
よ
り
廃
校
し
た
施
設
は

８
施
設
あ
り
、
町
、
地
域
住

民
組
織
、
法
人
等
が
有
効
に

活
用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
「
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
」「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」

と
し
て
、
地
域
に
と
っ
て
大

事
な
「
学
校
」
を
残
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
地
域
住
民

の
活
動
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、

施
設
や
敷
地
の
有
効
活
用
を

図
っ
て
き
た
。

　

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
が
、
築
年
数
や

老
朽
化
の
状
況
等
か
ら
、
大

規
模
改
修
や
長
寿
命
化
対
策

な
ど
は
予
定
し
て
お
ら
ず
、

現
況
で
の
利
用
を
前
提
と
し

て
い
る
。

　

今
後
、
使
用
に
耐
え
ら
れ

な
い
状
況
と
な
っ
た
場
合
、

改
め
て
利
用
者
や
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
伺
い
な
が
ら
、
そ

の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
に
お

い
て
も
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、

安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と

し
て
地
域
が
主
体
と
な
っ
た

活
動
を
支
え
る
た
め
の
「
地

域
活
動
拠
点
」
の
充
実
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

議
員

町
長

問

答

造林３齢級の整備進まないが

主伐期が多く国の予算不足

森林での間伐作業

旧冬部小体育館で行われた北部地区文化祭

一般質問一般質問

学
校
廃
校
舎
の
活
用

　
　
　

町
内
の
周
遊
に
役
立

つ
町
道
の
活
用
に
つ
い
て
考

え
方
を
伺
う
。

　
　
　

町
の
観
光
客
入
込
数

は
、
平
成
30
年
度
に
年
間
52

万
人
を
超
え
て
い
る
が
、
ほ

と
ん
ど
が
通
過
型
で
あ
り
地

域
経
済
の
活
性
化
、
さ
ら
な

る
交
流
人
口
の
拡
大
、
移
住

定
住
者
の
増
加
な
ど
地
方
創

生
推
進
の
観
点
か
ら
、
町
内

議
員

町
長 町

道
周
遊
の
活
用

　
　
　

造
林
３
齢
級
（
11
年

か
ら
15
年
生
）
以
上
の
整
備

が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　

町
内
の
３
齢
級
以
上

の
森
林
整
備
は
、
平
成
27
年

以
降
か
ら
減
少
傾
向
。
そ
の

要
因
は
人
工
林
の
多
く
が
主

伐
期
（
50
年
生
）
を
迎
え
、

全
県
的
に
再
造
成
の
作
業
が

増
加
し
、
国
庫
補
助
の
予
算

が
不
足
し
て
い
る
た
め
。
国

か
ら
県
に
予
算
が
配
分
さ
れ
、

県
が
市
町
村
に
再
配
分
す
る

仕
組
み
だ
が
、
盛
岡
広
域
振

興
局
管
内
で
は
植
え
付
け
・

下
刈
り
が
大
部
分
を
占
め
、

３
齢
級
以
上
の
除
伐
な
ど
に

予
算
配
分
で
き
な
い
状
況
。

　

町
で
は
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
、
整
備
が
進
ま
な
い
森
林

の
集
積
、
意
欲
と
能
力
の
あ

る
林
業
事
業
体
へ
の
橋
渡
し

な
ど
に
努
め
る
。

　
　
　

造
林
整
備
を
ど
の
よ

　
　
　

北
部
地
区
の
水
道
整

備
は
い
つ
頃
着
工
す
る
の
か
。

吉
ヶ
沢
地
区
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
水
道
未
普
及
地
域
へ

の
対
応
は
。

　
　
　

水
道
事
業
の
財
政
状

況
は
、
人
口
・
世
帯
数
の
減

少
で
料
金
収
入
が
減
少
し
て

お
り
、
今
後
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
人
口

動
態
な
ど
を
踏
ま
え
た
中
長

期
的
な
財
政
計
画
を
策
定
し
、

具
体
的
な
整
備
は
慎
重
に
検

討
す
る
。

　

水
道
未
普
及
地
域
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

今
の
ま
ま
で
良
い
と
い
う
回

答
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
引

き
続
き
地
域
住
民
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
最
良
の
解
決

策
を
検
討
し
た
い
。

議
員

議
員

議
員

町
長 造

林
11
年
以
上
の
整
備

森
林
整
備
状
況

水
道
の
整
備

周
遊
や
滞
在
型
観
光
に
力
を

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
町
が

持
つ
自
然
豊
か
な
特
色
を
生

か
し
、
来
訪
者
が
安
全
安
心

に
楽
し
め
て
、
町
内
の
周
遊

や
滞
在
型
観
光
に
結
び
つ
け

る
に
は
四
日
市
地
区
の
「
こ

も
り
っ
こ
公
園
」
や
「
か
く
れ

里
」、
小
田
地
区
の
「
眞
山
親

水
公
園
」
な
ど
、
町
道
を
活

用
し
な
け
れ
ば
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
つ
な
い
で
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
り
、
町
道
の

活
用
や
町
道
が
担
う
役
割
は

大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
町
道
の
さ
ら
な
る

活
用
を
含
め
新
た
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
発
掘
や
周
遊
ル
ー

ト
の
設
定
、
幅
広
い
年
代
へ

効
果
的
な
情
報
発
信
な
ど
ソ

フ
ト
面
の
取
り
組
み
強
化
や
、

標
識
な
ど
の
案
内
板
、
駐
車

場
や
ト
イ
レ
、
休
憩
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
受

け
入
れ
態
勢
も
検
討
し
、
よ

り
多
く
の
誘
客
と
町
内
周
遊

に
つ
な
げ
た
い
。

う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
　
　

町
内
の
森
林
面
積
は

約
３
万
７
０
０
０
㌶
。
最
近

５
年
間
の
伐
採
状
況
は
年
平

均
１
７
７
㌶
、
そ
の
う
ち
再

造
林
さ
れ
た
面
積
は
年
平
均

73
㌶
で
、
再
造
林
率
は
41
㌫
。

　

造
林
事
業
に
対
す
る
補
助

率
は
国
30
㌫
、
県
10
㌫
だ
が

町
単
独
で
５
〜
10
㌫
か
さ
上

げ
し
て
い
る
こ
と
で
、
45
〜

50
㌫
と
な
る
。
さ
ら
に
森
林

経
営
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

れ
ば
、
最
大
で
85
㌫
ま
で
引

町
長

姉
あね

帯
たい

　春
はる

治
じ

  議員

町
長

き
上
げ
ら
れ
る
。

　

造
林
後
に
は
、「
伐
採
及

び
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森

林
状
況
報
告
書
」
の
提
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え

適
切
な
更
新
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
森
林
所
有
者
に
周
知
し

た
い
。

　

森
林
経
営
管
理
法
で
は

「
適
時
に
伐
採
、
造
林
・
保
育
、

間
伐
な
ど
を
実
施
し
、
適
切

な
森
林
管
理
を
行
う
こ
と
」

が
森
林
所
有
者
の
責
務
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度

の
周
知
を
図
る
こ
と
で
森
林

が
適
切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う

努
め
る
。


